
　
な
お
、
続
刊
予
定
は
前
述
の
他
、
本
文
篇
と
し

て
近
世
、
近
・
現
代
各
一
巻
、
史
料
篇
と
し
て
同

じ
く
各
　
巻
で
あ
り
、
都
合
全
七
巻
を
以
て
完
結

す
る
予
定
と
き
く
。
本
事
業
遂
行
の
順
調
か
つ
速

か
な
ら
ん
こ
と
を
斬
り
つ
つ
、
紹
介
の
筆
を
暴
く

こ
と
と
し
た
い
。

　
　
（
A
5
判
　
本
文
五
六
コ
員
　
目
次
そ
の
他
四
四
百
ハ

　
昭
和
四
九
年
八
月
発
行
　
川
西
市
役
所
　
一
工
、
○
○

　
○
円
）
　
　
　
　
　
　
（
杉
橋
隆
央
・
京
大
助
手
）

三
木
與
吉
郎
編

『
阿
波
年
譜
』
史
料
篇

　
こ
の
ほ
ど
『
阿
波
藍
譜
・
史
料
篇
』
上
：
甲
・

下
三
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
既
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
「
栽
培
製
造
篇
」
（
昭
和
三
五
年
）
、
「
史

話
圃
凶
説
篤
…
」
（
昭
和
　
二
六
年
）
、
　
「
籍
…
藤
一
事
叢
小
篇
」

（
昭
和
四
六
年
）
な
ど
と
と
も
に
『
阿
波
藍
譜
』

シ
墾
ー
ズ
を
構
成
し
、
主
と
し
て
近
世
の
阿
波
藍

に
闘
す
る
史
料
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

書
名
こ
そ
「
阿
波
」
を
冠
し
て
あ
る
も
の
の
、
阿

波
以
外
で
も
多
少
と
も
藍
に
関
係
あ
る
史
料
は
努

め
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
範
囲
は
地

域
的
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
欝
欝
的
に
は

中
世
末
か
ら
近
代
に
及
び
、
件
数
に
し
て
三
六
㎝

件
に
達
す
る
彪
大
な
史
料
集
と
な
っ
て
い
る
。
全

三
巻
の
内
訳
は
、
上
巻
に
中
世
末
か
ら
近
世
史
料
、

中
巻
に
近
世
史
料
、
下
巻
に
近
代
史
料
が
充
て
ら

れ
て
い
る
。
各
史
料
は
原
則
と
し
て
編
年
で
配
列

さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
記

録
類
に
つ
い
て
は
蓑
紙
記
載
年
月
日
あ
る
い
は
各

事
象
・
事
件
の
初
出
の
年
月
を
以
っ
て
基
準
と
さ

れ
て
い
る
。
従
っ
て
一
件
の
中
に
は
相
当
長
文
・

長
年
月
に
亘
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
本
書
の
母
胎
た
る
徳
島
衆
板

野
郡
松
茂
町
中
等
来
の
三
木
文
庫
に
は
多
数
の
阿

波
藍
史
料
が
蔵
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
従
来

か
ら
広
く
研
究
者
の
便
に
供
せ
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
本
書
は
か
か
る
三
木
文
庫
所
蔵
史
料

の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
の
大
学
・
図
書
館
や
個

人
所
蔵
史
料
、
さ
ら
に
は
藍
に
関
す
る
各
種
の
稿

本
・
刊
本
・
研
究
論
文
等
に
至
る
ま
で
遍
く
渉
猟

し
、
そ
の
成
果
を
集
大
成
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。

本
書
が
上
梓
さ
れ
る
ま
で
に
費
や
さ
れ
た
多
大
の

年
月
と
労
を
想
う
時
、
ま
さ
に
感
嘆
に
値
す
る
も

の
が
あ
る
。
一
例
を
阿
波
藍
の
江
戸
市
場
に
関
す

る
も
の
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
本
書
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
享
保
年
間
の
関
東
売
場
株
三
六
名
制
度
の
成

立
に
蚕
る
事
情
を
首
飾
史
料
館
所
蔵
「
阿
波
国
徴

古
雑
抄
続
篇
」
や
蜂
須
賀
文
書
が
記
し
、
そ
の
後

享
和
以
降
の
江
戸
市
場
に
対
す
る
種
々
の
統
制
強

化
や
天
保
の
株
仲
間
解
散
、
嘉
永
の
再
興
に
伴
う

動
き
等
を
土
井
寓
雄
所
蔵
文
書
や
凌
霧
文
庫
所
蔵

文
書
が
追
っ
て
い
る
。
ま
た
同
文
書
や
三
木
文
庫

・
徳
島
県
立
図
書
館
・
遠
藤
林
太
郎
所
蔵
文
書
、

さ
ら
に
「
江
戸
買
物
独
案
内
」
な
ど
に
よ
り
、
当

該
時
期
の
仲
間
規
定
の
あ
り
方
や
江
戸
立
酒
の
所

在
、
販
路
、
価
格
等
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
江
戸
一
阿
波
間
の
藍
玉
相

揚
に
関
す
る
往
復
書
翰
、
三
木
本
店
と
江
戸
店
支

配
人
と
の
出
入
一
件
史
料
な
ら
び
に
こ
の
結
果
た

る
江
戸
店
式
法
（
い
ず
れ
も
三
木
文
庫
所
蔵
文
書
）

な
ど
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
問
様
に
し
て
、
徳
島
寮
内
に
お
い
て
は
云
う
ま

で
も
な
く
、
大
坂
市
場
に
お
け
る
阿
波
藍
の
流
通

機
構
と
そ
の
変
化
等
を
追
究
す
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
さ
ら
に
、
本
書
に
は
尾
張
・
美
濃
・
三
河
・

安
芸
・
信
濃
・
畿
内
等
々
に
お
け
る
種
々
の
藍
闘

係
史
料
も
豊
富
に
盛
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
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介紹

を
適
宜
再
整
理
、
講
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
と

藍
に
関
す
る
限
り
は
幕
藩
制
下
に
お
け
る
市
場
構

造
を
全
国
的
視
野
に
お
い
て
把
え
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
中
世
文
書
に
つ
い
て
は
、
量
的
に
は
限
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
永
正
か
ら
天
正
期
の
長

坂
口
紺
灰
聞
屋
に
関
す
る
文
書
群
や
天
正
か
ら
延

宝
に
至
る
越
前
結
城
領
紺
屋
職
奈
良
屋
文
書
、
ま

た
阿
波
藍
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
年
代
的
に
最

も
古
い
も
の
と
さ
れ
る
天
正
年
問
の
呉
服
家
文
書

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
い
ず

れ
も
貴
重
な
史
料
ば
か
り
で
あ
る
。

　
以
上
稚
拙
な
紹
介
は
、
極
め
て
多
様
か
つ
豊
富

な
内
容
を
も
つ
本
書
の
ご
く
一
部
分
に
す
ぎ
な
い
。

解
説
の
中
で
編
纂
者
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、

本
書
の
利
用
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
上
の
立
場
か

ら
こ
の
雁
大
な
史
料
群
を
批
判
・
検
討
さ
れ
、
十

二
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
ぽ
か
り
で

あ
る
。

　
尚
、
　
黒
収
後
に
一
番
口
｝
嬰
望
’
恕
述
べ
さ
せ
て
戴
く
な

ら
ぼ
、
本
書
の
二
次
が
内
容
に
比
し
て
余
り
に
も

簡
略
に
す
ぎ
る
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。
勿
論
、

下
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
簡
潔
な
史
料
解
題
は
有

益
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
な
に
ぶ
ん
薦
大
か

つ
綱
手
的
な
史
料
集
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
目
次

に
示
さ
れ
る
　
件
の
中
に
は
相
当
点
数
の
史
料
が

含
ま
れ
、
長
年
月
に
亘
る
も
の
も
決
し
て
少
な
く

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
各
点
に
つ
い
て
の
年
月
臼

な
ら
び
に
標
題
・
所
蔵
翼
壁
・
出
典
等
が
一
覧
で

き
る
な
ら
ば
、
多
様
な
研
究
テ
…
マ
に
即
し
て
の

関
連
史
料
の
検
索
と
諸
事
実
の
再
構
成
と
に
さ
ら

に
便
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
願
わ
く
ば
、
史
料
典
拠
に
つ
い
て
、
と
り

わ
け
個
人
所
蔵
者
に
つ
い
て
は
そ
の
所
在
地
を
も

記
し
て
お
い
て
頂
き
た
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
勝
手
な
言
辞
を
連
ね
た
が
、
そ
れ
は
い
ず
れ
に

せ
よ
、
本
書
の
、
藍
研
究
に
逸
す
る
こ
と
の
で
き

な
い
史
料
集
と
し
て
の
価
値
を
い
さ
さ
か
で
も
損

う
も
の
で
は
な
い
。
末
尾
な
が
ら
、
本
史
料
集
刊

行
事
業
の
継
続
が
よ
り
　
層
豊
か
に
結
実
す
る
こ

と
を
心
よ
り
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
A
5
判
　
上
巻
六
九
三
頁
　
中
巻
五
二
三
頁
　
下

　
巻
六
七
三
頁
　
一
九
七
四
年
＝
一
月
三
木
産
業
株

　
式
会
筏
発
行
頒
価
九
〇
、
○
○
○
凹
）

　
　
　
　
　
　
（
杣
田
善
雄
・
京
都
大
学
大
学
院
生
）

会
　
告

　
五
月
二
十
二
目
、
楽
友
会
館
に
お
い
て
史
学

研
究
会
理
事
会
・
評
議
員
会
を
開
催
し
、
昭
和

五
や
年
度
予
算
案
の
ほ
か
、
左
記
の
役
員
改
選

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
常
務
理
事
（
会
計
三
山
）
　
樋
口
隆
康

　
　
　
　
　
（
編
集
担
嚢
）
　
朝
尾
直
弘

　
　
　
　
　
（
庶
務
担
当
）
　
松
尾
尊
重
（
留
任
）

　
な
お
、
新
し
く
理
事
に
本
田
実
儒
氏
を
選
任

旧
常
務
理
事
の
水
津
一
朗
氏
は
理
事
に
、
竺
沙

雅
章
氏
は
評
議
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ
復
帰
さ
れ
ま

し
た
。

　
本
会
ほ
か
五
十
四
学
会
は
、
去
る
五
月
一
日
付

で
、
郵
便
料
の
値
上
げ
案
に
対
す
る
左
記
の
よ
う

な
す
え
お
き
の
要
望
書
を
、
関
係
各
機
関
に
提
出

い
た
し
ま
し
た
。

郵
便
点
す
え
お
き
の
要
望
書

　
昨
年
末
、
郵
便
料
の
値
上
げ
案
が
公
表
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
第
三
種
五
〇
グ
ラ
ム
ま
で
現
行
一

二
円
の
と
こ
ろ
を
三
五
円
に
、
第
四
種
一
〇
〇
グ

ラ
ム
ま
で
現
行
一
五
円
の
と
こ
ろ
を
二
〇
円
に
す

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
も
し
、
こ
の
通
り
の
値
上
げ
に
な
れ
ば
、
各
学
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